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協議事項２ 学校を支える地域の在り方について

○ 生きる力を育む教育を推進するため、家庭や地域と学校の連携・協働は大切

・ コミュニティ・スクールの設置（モデル校で実施中）

→ 地域とともにある学校づくりの推進

・ 子供サポート事業の展開

→ 学校応援団活動

・ 放課後子供教室の推進（試行的に実施中）

→ 地域の力を生かした学習支援や体験活動、交流活動

※ 現状は？

・ 参加者が限られている。

・ 参加者が高齢化している。

・ 地域コミュニティの維持が難しくなってきていると言われている。（自治

会の加入率が低下している。）

・ ＰＴＡ役員や民生委員などの学校、地域を支える仕事のなり手がいなくな

ってきている。


